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 報道機関各位      

                              

 

 

 

 

～人と鳥の共存をめざして～ 

■開催主旨 

  自然のシンボルである鳥たちの魅力を題材とした芸術的・文化的な事業をはじめ、科学的な鳥

類知識の普及及び教育的・環境的視点にたった事業の実施を通して、新しい地域文化の創造及び

人と鳥が共存する豊かな生活を目指しています。併せて日本各地および世界にその情報を発信し、

芸術文化の素晴らしさや身近な取り組みから自然環境の大切さをアピールしていきます。 

 

 ■ＪＢＦ２０１９ ＰＲポイント 

 ①野鳥が好きになれるかも？！様々な講演会 

 ②海外から７ヶ国（９団体）の出展 

   モンゴル（２団体）、台湾（２団体）、フィリピン、タイ、ミャンマー、 

グアテマラ、コスタリカ 

 

 ①野鳥が好きになれるかも？！様々な講演会 

 ●鳥学講座「島の鳥類学-南西諸島の鳥をめぐる自然史-」         ：アビスタホール 

  講師：高木 昌興（たかぎ まさおき 北海道大学大学院理学研究員 教授） 

      「『島の鳥類学』の面白さ-リュウキュウコノハズクを例に-」 

     水田 拓（みずた たく 山階鳥類研究所保全研究室長） 

      「『南西諸島の鳥類学』の面白さ-オオトラツグミを例に-」 

   講演後、尾崎清明（おざき きよあき）山階鳥類研究所副所長を交えてのディスカッション 

  共催：（公財）山階鳥類研究所、我孫子市鳥の博物館 

鳥学講座は第一線で活躍している鳥類研究者を講師に招き、自身の研究やプロジェクトにつ

いて、来場された方々に興味・関心をもっていただけるようにお話しいただくものです。 

南大東島を中心に、広く南西諸島をフィールドとして、リュウキュウコノハズクの生物地理

をはじめ、さまざまな研究を続けている高木昌興氏と、奄美大島で生物多様性の保全に携わり

ながらオオトラツグミの生態研究を行っている水田拓氏の二人がお話します。講演のあと、ヤ

ンバルクイナの調査研究に、発見のときからかかわってきた尾崎清明・山階鳥研副所長も参加

して、会場からの質問をいただいてのディスカッションも行います。 

ジャパンバードフェスティバルは日本最大の鳥のイベント！！ 
 毎年およそ 4万人の来場があります。 

令和元年１０月２８日 

定例記者会見資料 

Abiko city 

Japan Bird Festival ２０１９ 
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昨年の会場の様子 

 

リュウキュウコノハズク 

 
オオトラツグミ 

なお、ジャパンバードフェスティバル開催中、山階鳥類研究所では、講堂で所員が交替でスライ

ドによる研究紹介を行う「見にレクチャー」を今年も開催します(整理券による総入れ替え制)。 

また、鳥の博物館は入場無料で、企画展、鳥の工作、折り紙など様々な催しが開催されます。 

 

 ●野鳥撮影講座                            ：アビスタホール 

講師：山田 芳文（野鳥写真家） 

主催：ソニーマーケティング(株)  

野鳥専門誌、カメラ専門誌などでおなじみの野鳥写真家による特

別講座です。鳥の魅力を最大限に引き出す美しい撮影表現や構図に

ついて、一般の方の撮影写真や山田氏の作品を交えながらわかりや

すく解説していただきます。 

 

 ●光学機器メーカー出展社による撮影体験、セミナー           ：水の館 

・「野鳥写真家・菅原貴徳による OM-D体験会」（オリンパス 事前申込制） 

    普段聞くことのできない写真家の野鳥の撮影方法やカメラの使い方など、実際に撮影をし

ながらお話し頂きます。 

・「戸塚学 キヤノン野鳥撮影セミナー」（キヤノン） 

    野鳥写真撮影についてのポイントを解説いたします。 

  この他にも、光学関係の各ブースでは最新モデルの体験ができます。 

 

 その他 

・全日本鳥フォトコンテスト審査員による講演会（アビスタ） 

・双眼鏡・望遠鏡体験（水の館） 

・湖畔バードウォッチング（常時、手賀沼湖畔の野鳥を観察できるスペース） 

・船上バードウォッチング（毎年満員御礼。遊覧船で手賀沼内の野鳥を観察します） 

など、野鳥を好きになるきっかけになりそうなイベントや展示が盛りだくさんです。 

 

 ②海外から７ヶ国（９団体）の出展              ：オオバン広場、水の館２階 

  ＪＢＦ２０１９では昨年に引き続き、モンゴル（２団体）、台湾（２団体）、フィリピン、タ

イ、が参加するほか、新たにミャンマー、グアテマラ、コスタリカからも参加があります。海外

団体にはオオバン広場にて展示ブースを展開していただくほか、水の館２階において海外の珍し

い鳥や自国の文化など、紹介スライドショーを上映します。 

日本では見ることのできない様々な野鳥の紹介や、現地の雰囲気漂う展示や衣装を是非ご覧く

ださい。近年は実行委員からお声掛けがなくとも出展の希望があるなど、鳥によって我孫子と世

界が橋渡しされ、より国際的になってきています。 
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モンゴル 

 
タイ 

 
フィリピン 

海 外 出 展 国 紹 介 ス ラ イ ド の 一 部 

 

■その他のイベント紹介 

  ●鳥をはじめとする自然環境に関する講演 

  〇ゲストトーク『台日野鳥交流活動-海外野鳥観察旅行の新たな楽しみ方-』  ：鳥の博物館 

   講師：林  憲文（台湾鳥会） 

間野 吉幸（我孫子野鳥を守る会 前会長） 

     台湾の鳥の魅力と、市民レベルでの野鳥交流活動の醍醐味についてご講演頂きます。台

湾は日本と同様に島国であり、面積は九州と同じくらいですが、固有種の数は日本より多

く、合計29種が知られています。毎年、日本から多くのバードウォッチャーが訪れますが、

その魅力を台日双方の視点から語って頂くのは、ゲストトークで初の試みです。 

     また、鳥の博物館では企画展「世界からみた日本の鳥」を開催しており、ゲストトーク

と合わせて、野鳥を通して世界との繋がりを感じることができます。 

 

〇講演会『野鳥図鑑に真摯に向き合う～描き手・書き手・送り手それぞれの立場から～』 

：水の館 

講師：谷口 高司、大西 敏一、瀬古 智貫 

野鳥図鑑が、どのような行程を経てお手元に届くのか。国内外含め日本で一番図鑑を描い

ている谷口高司・バードコンサルタントで「日本の野鳥650」等の著者大西敏一、「山野の

鳥」「水辺の鳥」など昭和・平成・令和を生き抜く図鑑の編集に心を砕く瀬古智貫。描き手、

書き手、送り手、それぞれの立場から、図鑑が世に出るまでの様々な出来事を語り尽します。 

 

●絵画展、鳥の彫刻展（バードカービングによる社会貢献）            ：アビスタ 

●鳥フォトコンテスト写真展（およそ 1,000点以上を展示）           ：アビスタ 

●野鳥に関連した小物づくり体験                       ：アビスタ 

●鳥グッズ、書籍、野鳥観察道具などの展示・販売     ：手賀沼親水広場、オオバン広場 

●行政、ＮＰＯなどの活動紹介展示            ：手賀沼親水広場、オオバン広場 

●小・中・高校生による環境学会（１１月３日１０：００～）      ：水の館３階研修室 

 

●全日本“鳥”フォトコンテスト（BIRD－１グランプリ） 

ジャパンバードフェスティバル実行委員会が主催する野鳥写真のコンテストが、今年で第１０

回目を迎えました。グランプリ作品に文部科学大臣賞（生態・行動部門）、環境大臣賞（環境部

門）を授与するほか、１０周年特別記念賞、協賛企業が選出した企業賞を含め、全２５作品が入

賞しました。応募作品のほとんどは、１１月２日（土）、１１月３日（日）にアビスタミニホー

ルに展示します。また、毎年人気の審査員による講演会も１１月３日（日）に開催します。 
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【問い合わせ】 

我孫子市環境経済部手賀沼課   

担当 辻、菊地 

☎０４－７１８５－１４８４ 

 

応募総数   

生態・行動部門    ２６４人     ６７５点 

環境部門       １０９人     ２７０点 

総数         ３７３人       ９４５点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JBF2019 生態・行動部門グランプリ 

文部科学大臣賞 

「一瞬」 

撮影地：奈良県宇陀市 

可児 勝彦さん（岐阜県在住） 

 

 

 

 

JBF2019 環境部門グランプリ 

環境大臣賞 

「見つめ合う」 

撮影地：東京都荒川区 

瀧脇 雅之さん（東京都在住） 
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